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令和8年度　総合型選抜B　生物基礎　医療検査学科　　解答例

問3

問4

問1

問2

問1

問2

問4

2 3

5 6

1

② ③①

問3

答　細胞周期全体の長さ　25　時間　　間期の長さ　20　時間

ホルモン名　グルカゴン 記号　ア

4

問1
a

b

問2

ホルモン名　インスリン 記号　イ

Ⅲ

Ⅰ

Ⅱ

間期の細胞数の合計=112+105+142+121=480個
分裂期の細胞数の合計=23+35+23+39=120個
細胞周期全体の合計=480+120=600個
分裂期が5時間であることから、
細胞周期全体は（5/120）×600=25時間
間期は 25－5=20時間

恒常性（ホメオスタシス）
バソプレシン

タマネギの細胞をバラバラにする。

フィードバック

核（染色体）を染める。

特定の標的器官や組織の標的細胞にだけ,そのホルモンと
特異的に結合する受容体が存在する。ホルモンはその受容体
と結合することでホルモンの作用を現すから。　（74字）

有機物を分解する微生物が水中の酸素を大量に消費し、溶存
酸素が欠乏して水生生物が呼吸できなくなるため。　（50字）

チロキシン 促進

細菌類

自然浄化

藻類 清水性動物

再吸収 ランゲルハンス島

微生物による分解
岩や水底の泥への吸着

大量の水による希釈

令和8年度　総合型選抜B　化学基礎　医療検査学科　　解答例

問1

問2

計算過程
答　　　　　　　　mol

問2

問1

問1

問2

②

①

計算過程
答　　　　　　　　　L

答　　　　　　　mol/L

問3

計算過程

答　　　　mL

問4

カオエウイア

E F G

A DB

問3 ⅰ

問4 塩基性物質

理由

ⅱ

C

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

ClAlONCH

Cl－ Al3+ OH－
HCl CO2H2O

アルゴン

アンモニア

アンモニア（NH3）は水に溶けると、一部のNH3が水分子から
H+を受け取り、アンモニウムイオン（NH4+）となる。このとき、
水分子はH+を失い、水酸化物イオン（OH－）が生じるため。

アンモニアとメタンの燃焼反応は次のとおりである。
アンモニア：4NH3+3O2 → 2N2+6H2O,メタン：CH4+2O2 → CO2+2H2O
アンモニアの燃焼では地球温暖化に影響がある（と考えられる）CO2が
排出されないため, 地球温暖化に貢献できる。

（　3NO2　）+（　H2O　）→（　2HNO3　）+NO
NO2と水の反応により,強酸である硝酸が発生し,酸性雨の原因となる。

水素（H2）が代替燃料として挙げられる。燃焼反応は次のとおりで
ある。2H2+O2 → 2H2O。この反応では、二酸化炭素（CO2）や二
酸化窒素（NO2）など、環境汚染につながる物質は発生せず、生成
されるのは水（H2O）のみである。そのため、水素は環境に対する
負荷が小さいクリーンな燃料としての利点を持っている。

ネオン

NH3

CaCl2+Na2SO4 → CaSO4+2NaCl

6.80〔g〕÷136〔g/mol〕= 5.00×10－2〔mol〕 5.00×10－2

100〔g〕÷1.10〔g/mL〕×10－3≒9.09×10－2〔L〕 9.09×10－2

5.00×10－2〔mol〕÷0.0909〔L〕≒0.550〔mol/L〕 0.550

0.0400〔mol/L〕×　　　〔L〕= 0.0100molのCaCl2が必要である。
0.0100〔mol〕÷0.550〔mol/L〕×103≒18.2〔mL〕
（別解）0.0400〔mol/L〕÷0.550〔mol/L〕×250〔mL〕≒18.2〔mL〕 18.2

250
1,000
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Ⅰ 問1 問2 問3 問4 問5

①Ⅱ

問
１

Ⅲ

問
１

問
２

問
３

問
２

問
５

問
４

問
３

精製物A 精製物C精製物B

分離法1 分離法2

塩化ナトリウム

①

③

②

答

計算過程

答

計算過程

答

計算過程

④

答

計算過程

ヨウ素

③ ④

②
塩化ナトリウム ヨウ素

オ イ ウウ オ ウ ウ

エ ア イ

イオン結合 共有結合

エ 塩化ナトリウムを形成するイオン結合は強い結合なので（,高温で
ないとこの結合を切り離すことができず）,融点が高くなるため。

・溶液bを加熱し, 水分を完全に蒸発させる。
・溶液bを冷却し, 溶解度を低下させることで, 溶解度
を超過した食塩を再結晶後, 溶液を濾過する。

クローン力
（静電気力）

分子間力
（ファンデルワールス力）

ヨウ素 砂塩化ナトリウム

2Mg + O2 → 2MgO

容器内の酸素全てがMgの
燃焼に使われ,酸化マグネシ
ウムが生成されないため。

0.48　g

Mgの原子量24, MgOの式量40
Mg1molを燃焼すると、1molのMgOが生成する

×24=0.48g

1
2

1
2

0.8〔g〕
40

酸素　が　0.80　g 残った

よって、Mg 2.4〔g〕（0.10mol）と
酸素0.050mol（1.6g）が反応する。
（Mgは全て燃焼する）
残った酸素は 2.4〔g〕－1.6〔g〕= 0.80g

=0.10mol、燃焼に必要なO2は
0.10〔mol〕×1/2 = 0.050mol

Mg 2.4〔g〕24

=0.075mol、O2を全て使うにはMgは
0.075〔mol〕×2 = 0.15mol必要
　　　　（Mg 0.10molのため不足）

O2
2.4〔g〕
32

1.7　g/cm3

55.0－50.0=5.0mL の体積が増加
したため, Mgの体積が5.0mL（cm3）
であることがわかる。

=1.74g/cm38.7〔g〕
5.0〔cm3〕

0.45　L

O2の分子量32, MgOの式量40
MgO1molを生成させるには、酸素は 　mol必要

× 　×22.4=0.448L1.6〔g〕
40
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① ②問4

問3

問6問5

問1
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問1

問1：1,2,3順不同,
　　5,6順不同, 8,9順不同

B C

D

A

② ③①

② ③①

54321

54321

109876

5

問3

問1

問5

問4

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

原生生物 菌類 植物

イ エ ウ
原核生物

ウ イ エ　オ ア カ　ク
D

リンパ球（白血球）リンパ液
血しょう腎臓
血ぺいフィブリン

垂直分布
気温
森林限界 ク シ

× デオキシリボース
グリコーゲン×

× G1期
× 腎単位（ネフロン）

血しょう○

○○○○○

キアサケカ
オセスイコ

フ ィ ブ リ ン を 分 解 す る 酵 素 に よ っ て 血
ぺ い が 分 解 さ れ る 。

令和8年度　一般選抜　数学　医療検査学科・診療放射線学科・口腔保健学科・看護学科・こども教育学科　　解答例

（１）

説

　明

　欄

解

　答

　欄

（１）

（4）

（7）

（2） （3）

（5） （6）

（8）

（２） （３）

Ⅰ

Ⅱ

0 < x < 6± 1

7＋3　3－　5－2　15
   11

省　略省　略省　略

44   314   3

（x－3y－2）（x+y－3） 90°

2225

1
8

13

令和8年度　一般選抜　数学　医療検査学科・診療放射線学科・口腔保健学科・看護学科・こども教育学科　　解答例

説

　明

　欄

解

　答

　欄

（3）（２）（1）

説

　明

　欄

解

　答

　欄

（3）（２）（1）Ⅲ

Ⅳ

K ≠ 4 K < 4
最大値はm（4）= 0
最小値はm（10）=－8

省　略省　略省　略

省　略省　略省　略

1
32

1
2

5
32



問1 問2 問3 問4

化合物A性　質
水に溶ける

化合物B

ナトリウムと反応する
水酸化ナトリウムと反応する
還元性がある
酸性物質である

化合物C

問5 問6 問7 問8

A

① ②

③

B C （あ）

令和8年度　一般選抜　化学基礎・化学　医療検査学科・診療放射線学科・口腔保健学科・看護学科・こども教育学科　　解答例

Ⅰ

計算過程 計算過程

計算過程

Ⅱ

問
１

問
5

問
4

問
2

問
3

示
性
式

名
称

示
性
式

名
称

示
性
式

名
称

示
性
式

名
称

8.8×10－3［g］
88［/mol］

12
44
2
18

0.80
1

4.8
12

ア ウオ

○ ○ ×
○ ○ ×
× ○ ○
× × ×
× ○ ×

ウ, オ イ ウ イ エエ オ イ

エタノール

CH3CH2OH

酢酸

CH3COOH

酢酸エチル

CH3COOCH2CH3
（CH3CH2OCOCH3）

CH3CH2COCH2OH CH3COCH2CH2OH
CH3COCH（OH）CH3 CH3OCH2COCH3

このうち2つ

アセトアルデヒド

ジエチルエーテル

CH3CHO

炭素：17.6［mg］×　　= 4.8mg、　　= 0.4mmol

水素：7.2［mg］×　　= 0.8mg、　　  = 0.80mmol
酸素：化合物Cは、C4H8O2で炭素：水素：酸素の物質比は4：８：2である
 ため、酸素の物質量は0.2mmolとわかる。
 よって、0.2［mmol］×16［mg/mmol］= 3.2mg

4.8［mg］+0.8［mg］
+3.2［mg］= 8.8

8.8 mg

1.0×10－4 mol炭素 4.8 mg　水素 0.80 mg　酸素 3.2 mg 
=1.0×10－4

裏面に続く

あ
①
い う 次亜塩素酸ナトリウム：チオ硫酸ナトリウム

② ③

④

計算過程

答 mol/L

⑤

計算過程

答 %

⑥

計算過程

問
4

問
1

Ⅳ 問
２

問
３

問
5

mol/L
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Ⅲ 電極A 電極B

問
1

a b

問
6

問
7

理由

問
5

問
3

問
2

問
4

亜鉛が銅よりイオン化傾向が大きいため,電極の
亜鉛は溶け出し,水溶液中の銅が析出したため。
Zn→Zn2++2e－, Cu2++2e－→Cu

銅Cu板

Cu（銅）H2（水素）

低い

亜鉛Zn板

ガラスビーカーがイオンを通さない物質であったため（, 電荷のバランスを
取るためのイオン移動が起こらず電流が流れないから）。
素焼き板のように,イオンが移動できるような容器である。（多孔質の隔膜
や塩橋を備えた容器,イオン交換できる仕切りのある容器などでも可。）

硫酸亜鉛の濃度が低いと, 溶液中のZn2+濃度が小さくなる
ため, Zn→Zn2++2e－の反応が進みやすくなる。
その結果、電子がより多く供給され、電流が流れやすくなる。

鉛蓄電池である。
（特徴）・二次電池のため充電が可能である。
　　　・同一容器で動作する（塩橋が不要）
　　　・電圧・出力が比較的安定で大きく, 持続性がある。など

〔L〕×2 = 0.05000〔mol/L〕× 〔L〕

1
50

H：O：Cl：

：
：

：
： 共有結合 +1

18.2
1000

50
1000

2 4 6 1：2 C

1
50 C〔mol/L〕×

次亜塩素酸ナトリウムは水に溶解すると、次亜塩素酸イオンとナトリウムイオンに完
全に電離する。NaClO → Na++ClO－ 電離によって生じた次亜塩素酸イオンは、
水と反応して一部が次式のように次亜塩素酸へと変化する。 
ClO－+H2O ⇄ HClO+OH－この反応により水酸化物イオンが生じるため、次亜塩
素酸ナトリウム水溶液は塩基性を示す。 （単に,「弱酸HClOと強塩基NaOHから
生じた正塩の水溶液であるため。」の説明でも丸とする。）

次亜塩素酸ナトリウム：チオ硫酸ナトリウム= 1：2の物質量比で反応する。以下の式より C〔mol/L〕が求まる。

0.455

×100≒3.233.67〔g〕
1.05×103〔g〕

NaClOの分子量；74より, 溶液1Lに含まれるNaClOの質量は74〔g/mol〕×0.455〔mol/L〕×1〔L〕≒33.67〔g〕である。
溶液1Lの重さは1.05×103gのため, 質量パーセント濃度は次式で求まる。

3.2

〔L〕= 5.00×10－3〔mol〕1.0〔mol/L〕× 5
1,000

反応に使用した原液次亜塩素酸ナトリウムの量は1mL（50倍希釈したものを50mL使用したため）であり、そこに含ま
れる次亜塩素酸ナトリウムの物質量は0.455×10－3molである。
よって, ⑵式よりH+の必要量は2×0.455×10－3 = 9.10×10－4molである。硫酸から供給されるH+の物質量は以下
の式より, 5.00×10－3molである。以上より、供給量（5.00×10－3mol）>必要量（9.10×10－4mol）より, 加えた酸の量
は十分である。

令和8年度　一般選抜　生物基礎・生物　医療検査学科・診療放射線学科・口腔保健学科・看護学科・こども教育学科　解答例

問1

問1

1

理由試料

2 3 4

5 6 7

問1

問1

① ② ③ ④

⑤ ⑥
問4

問2

1

○× 訂　正

2

○× 訂　正

3

○× 訂　正

54

問2

問3

問5

問4

問4

2 31

問3 a d

1 2 3

問2

2 3

6

1

物質Ⅱ 物質Ⅲ

増加 減少

物質Ⅰ

物質Ⅳ

54

a問2 b

問5

問4

問3

問5

問3

問5

Ⅰ

Ⅲ

Ⅴ

Ⅱ

Ⅳ

○ 大腸菌 × 光飽和点 × 従属栄養生物
× 錐体細胞× 四次構造

耐熱性がある。

限界暗期

カルビン回路（カルビン・ベンソン回路）

胚 糊粉層 胚乳 長日植物
短日植物 光周性 中性植物

サ ク ア ス
ウ ウ

年 に よ っ て 温 度 は 変 動 が あ る が 、 日 長
は 安 定 し た 季 節 の 情 報 で あ る た め 、 植
物 は 正 確 な 時 期 に 開 花 し 、 受 粉 す る こ
と が で き る か ら

　 　 　 制 限 酵 素 に よ っ て ３ 本
に 切 断 さ れ 、 か つ そ の 合 計 が １ １ ０ ０
b p で あ る た め

恒常性（ホメオスタシス）
洞房結節（ペースメーカー）

DNAリガーゼ 制限酵素

グアニンシトシンチミンアデニン
B

チラコイド
光化学系Ⅱ ATP合成酵素
ストロマ 葉緑体

酸素 二酸化炭素 促進（増加） 延髄

A

遺伝子組換え
PCR（ポリメラーゼ連鎖反応）

プラスミド クローニング

アブシシン酸
グルコース

ジベレリン アミラーゼ

交感神経 副交感神経

ア、エ

陽（＋）陰（－）

問1 問2 問3

B ①A ②

あ
①
い う 次亜塩素酸ナトリウム：チオ硫酸ナトリウム

② ③

問4 問5
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Ⅰ

④

計算過程

答 mol/L

⑤

計算過程

答 %

⑥

計算過程

問
1

問
２

Ⅱ

問
4

計算過程

答

問
3

問
5

問
4

問
1

Ⅲ 問
２

問
３

問
6

問
5

mol/L

〔L〕×2 = 0.05000〔mol/L〕× 〔L〕

1
50

H：O：Cl：

：
：

：
： 共有結合 +1

18.2
1000

50
1000

5

オ

紫外線 2e－同素体 O3+2KI+H2O → I2+2KOH+O2

ウ,オ

デンプン溶液 ヨウ素デンプン反応で青紫色になる

ア

2 4 6 1：2 C

C〔mol/L〕= 0.455

1
50 C〔mol/L〕×

イ ウ エ オ

オゾン中の酸素原子は酸化数0であるが, 一部が酸化数－2の水を構成
する酵素原子へと変化する際に電子を受け取り還元される。
したがって, 電子を受け取るオゾンは酸化剤として働いている。

H+濃度は以下の式で求まる。
2.50×10－3〔mol/L〕□×4.0×10－3=
1.0×10－5〔mol/L〕

弱酸HClOと強塩基NaOHから
生じた正塩の水溶液であるため。

次亜塩素酸ナトリウム：チオ硫酸ナトリウム= 1：2の物質量比で反応する。
以下の式より C〔mol/L〕が求まる。

0.455

×100≒3.233.67〔g〕
1.05×103〔g〕

NaClOの分子量；74より, 溶液1Lに含まれるNaClOの質量は
74〔g/mol〕×0.455〔mol/L〕×1〔L〕≒33.67〔g〕である。溶液1Lの
重さは1.05×103gのため, 質量パーセント濃度は次式で求まる。

3.2

〔L〕= 5.00×10－3〔mol〕1.0〔mol/L〕× 5
1,000

反応に使用した原液次亜塩素酸ナトリウムの1mL（50倍希釈したもの
を50mL使用したため）であり、そこに含まれる次亜塩素酸ナトリウムの
物質量は0.455×10－3molである。よって, ⑵式よりH+の必要量は
2×0.455×10－3 = 9.10×10－4molである。硫酸から供給されるH+の
物質量は以下の式より, 5.00×10－3molである。以上より、
供給量（5.00×10－3mol）>必要量（9.10×10－4mol）より, 加えた酸の
量は十分である。
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問4

問1

問3

問1

問3

問4

問2

問2

問5

1

増加 減少

32

2 3

問5

1

① ②
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1

○× 訂　正

2

○× 訂　正

3

○× 訂　正

5 64

8 97

10 11

401  u cac uuu gac  aaa gaa uuc a  cc cca cca gu

Ⅰ

Ⅲ

Ⅱ

心 臓 は 洞 房 結 節 （ ペ ー ス メ ー カ ー ） が
一 定 の 電 気 信 号 を 発 す る こ と で 、 自 律
的 に 拍 動 す る 性 質 を も っ て い る 。

○ 異化 × 原核細胞 ○ RNA
× 自然免疫 × 日和見感染○ 収縮
× 垂直分布 × 先駆種（パイオニア種）× 光飽和点

× 従属栄養生物 × キーストーン種

酸素
恒常性（ホメオスタシス） 交感神経 副交感神経

促進（増加） 延髄二酸化炭素

アミノ酸

┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃

転写 翻訳

492 147

64
相補 3
20




